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男性不妊症に対する牛車腎気丸の効果

滋賀医科大学泌尿器科学教室(主 任:友 吉唯夫教授)

高山 秀則 ・小西 平 ・神波 照夫 ・若林 賢彦

渡辺 仁 ・林田 英資 ・友吉 唯夫

CLINICAL EFFECTS OF GOSHAJINKIGAN 

     FOR MALE INFERTILITY

Hidenori  TAKAYAMA, Taira  KONISHI, Teruo KOUNAMI, 

     Yoshihiko WAKABAYASHI,  fin WATANABE, 

    Hideshi HAYASHIDA and Tadao  TOMOYOSHI 
From the Department of Urology, Shiga University of Medical Science 

              (Director: Prof. T. Tomoyoshi)

   No study has been reported of the effects of Goshajinkigan on male infertility. 

   Thirty infertile male patients were orally given Goshajinkigan at a daily dose of 5.0 g for three 

months or more. 

   Sixteen of these patients showed significant improvement in sperm motility. Ten cases showed 

effective increase in sperm count. 

   Only one patients became pregnant during the period of administration of this drug. 

   Laboratory examination showed no significant change in serum LH, serum FSH or prostaglandin E 

in seminal fluid. 

   These results suggest that administration of TSUMURA-Goshajinkigan is effective as therapy 

for male infertility, but how this drug may be involved in promoting fertility should be investigated in 

future. 

Key words: Male infertility, Chinese drug therapy, Goshajinkigan

緒 言

原因不明のいわゆ る特発性造精機能障害に よる男性

不妊症に対す る治療には確立 された ものは現在の とこ

ろな く,西 洋医学的 な薬物療法に も限界があ り,今 後

の治療法お よび治療薬が待たれる現状においては,漢

方療法を応用す ることは有益な ことと思われ る。

近年,男 性不妊症に対す る漢方療 法の有 効性が,人

参湯,八 味地黄丸,補 中益気湯な どの使用に よ り認 め

られている.八 味地黄丸の組成に ゴシツ,シ ャゼ ンシ

の成分 を加えた牛車腎気丸 もさらに男性不妊症に対 し

て有効 であるのでは ないか と考え られ,特 発性精 巣造

精障害に よる男性不妊30症 例に ツムラ牛車腎気丸の投

与をお こない,あ る程度 の有効性を認めた ので報告す

る.

碩 究 方 法 お よ び 対 象

滋 賀 医 科 大 学病 院 泌 尿器 科 を受 診 した 男 性不 妊 症 例

中,不 妊 期 間 が2年 以 上 で,女 性 側 に不 妊 原因 の認 め

られ な い 夫婦 の うち,精 液 所 見 に て 精子 無 力 症,乏 精

子 症 を 呈 した 男性 不 妊 と診 断 され た30症 例 を対 象 とし

た(Table1).

これ らの症 例 の 内訳 は精 液 所 見 に お い て,精 子 濃 度

40×106/m1以 上 で あ るに もか か わ らず 精 子 運 動 率 が

40%以 下 の精 子 無 力 症3例,精 子 濃 度40×106/m1以

下 の 乏 精 子症27例 で あ る.投 与方 法 は,牛 車 腎 気 丸

(本 品5.09中,ジ オ ウ5.09,ゴ シ ツ3.09,サ ンシ

;==L3・09,サ ンヤ ク3.09,シ ャゼ ン シ3。09,タ ク

シ ャ3・09,ブ クリ ョ ウ3.09,ボ タ ン ピ3.09,ケ イ

ヒ1.Og,加 工 ブシ末1.Ogの 割 合 の混 合 生 薬 に よ り
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Table1

Volume

爲乞1・A、 ・(ml)
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(mlU/ml)(mlU/ml)(n:ng/ml,P:P9/ml)(×106/m1)(%)
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得た 乾燥 エキス粉 末2.09を 含 有)を1日2回,1

回2.59を 食前に 投与 し,投 与 期間は3ヵ 月以上 と

した.ま た,本 剤投与前にほかの薬物療 法をおこなっ

ていた症例では,少 な くとも1カ 月間以上の休薬期間

をおいて,本 剤の投与 を開始 した.

本剤 の効果 判定に は,投 与前 ・後の精液 検査に て精

子量,精 子運 動率,精 子数を指標 とし,亀 井 ら1)に よ

る判定基準に基 づ き判定 した.す なわち,次 の ような

効果判定をお こなった。

精液量;著 効:2.Om1以 上の増加

有効:1.Oml以 上,2.Oml未 満 の増加

不変:1.Omi未 満の増減

減少 ・1.Oml以 上の減少

運動率;著 効:20%以 上 の増加

有効:10%以 上,20%未 満の増 加

不変:10%未 満 の増減

減 少=10%以 上 の 減少

精 子 数;著 効:1,000×104/ml以 上 の増 加

有 効:500×104/ml以 上,1,000×1041ml

未 満 の増 加

不 変:500×104/ml未 満 の増 減

減 少:500×104/ml以 上 の減 少

精液 検査 は5日 以 上 の 禁 欲 期 間後 に 施 行 し,投 与 前

は2回 以上 の測 定 値 の平 均値 を と り,投 与 後 は原 則 と

して3ヵ 月後 の検 査 値 を も って判 定 した.

な お,本 剤 の作 用 機 序 に つ い て は ほ とん どわ か って

い な い の で,投 与 前 後 に お け る血 清1、H,FSHの 測

定 を お こな い,ま た一 部 の症 例 で は 糟 液 中 のprosta-

glandinE(PGE)の 測 定 も試 み た.PGEの 測 定 は

射精 後1～2時 間 後 の 精液 を800g/min10分 闘 遠 心

後,精 漿 を 一20℃ に 凍結 し,北 里 バ イ オ ケ ミカル ・

ラボ ラ ト リーズ に よっ て お こ なわ れ た.な お,現 在 の
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ところ 精液中 のPGEの 正常値 も 報告者に より異 な

る状態なので,不 妊を主訴に来 院 したが,精 液検査 に

て精液量3.Oml以 上,精 子濃度50×106/ml以 上,

運動率80%以 上の正常所 見を呈 した精液(し たが って

妊孕性に ては正常 とは言 えないか も知れない)を コン

トm一 ル群としてPGEを 測定 した.

本剤投与に よる副作用につ いては患者の訴え,あ る

いは問診によ りチェックした.

結 果

症例お よび投与前後におけ る検査値はTable1に

示した,

1)精 液量の変 化

著効は1例 もな く,有 効が1例 あ ったのみ で,ほ か

はすべ て効果 はみ られ なか った.

2)運 動率の変化

Table2に 示す ごとく,30例 中,著 効9例,有 効

7例(有 効率53%)で,投 与前運動 率20～60%の もの

に効果が認め られ,運 動率20%未 満 の もので も1例 に

著効例があ った.投 与前 よ り悪化を きた した例 も1例

存在 した.

3)精 子数の変化

Table3に 示す ごと く,30例 中,著 効5例,有 効

5例 で,計10例 に効果が認め られたが,20例(67%)

には無効 であ った.投 与前精子数が10×106/ml以 下

では18例 中4例(22%)の 有効性 しか認めないが,こ

れ以上 の精子数の ものでは12例 中6例(50%)に 有効

であ り,投 与前の精子数 が多 いものに対 して反応性 が

よいことがわか った、

4)妊 娠例

Tab亘e2.Therapyeffectonspermmotility

鳩駒 凝 臨 鯉 ・… 肋N… ㎝・・隔asθ
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症例27の1例 のみに妊娠が成 立した.こ の例 では精

子運動率は不変 であったが,精 子数において投与前24

×106/m1で あ った ものが,3ヵ 月 後 に40×106/m1

と増加 し,反 応 性が良好であったため投薬を続 け,投

与後6ヵ 月に妊娠を認 めた.

5)ホ ルモ ン値 の変 動

牛車腎気丸投 与前後の血 中LH,FSH値 の測定 を

おこなった.そ の結果1・Hは 投与前の平均値 は17.8

±1。30mIu/ml,投 与後はi8.5±1.55mlu/mlで,

FSHは 投 与前15.4±2.32mIU/m1,投 与後15.8±

1.78mIu/mlと 有意 の変動 は認め られなか った.

精液 中のPGEを 正常 精液 所見の6例 に 測定 した

結果は4,990～139,000ng/ml(平 均32,600ng/ml)で

あ った.不 妊症例 では16例 において測定 したが,1.4～

36,065ng/m1(平 均6,978ng/ml)と 正常群に比 し低

値 を示す傾向を認めたが,き わめ てば らつ きが大 きく,

また症例数 も少ないので有意差につ いては結論を出せ

ない.

また,不 妊症例中6例 においては投与前後におけ る

PGEを 測定 したが,Tablelに み るごと く投与 後に

おいて増加 の傾 向を認めたが,ぱ らつ きが大 きく結 論

を出せなか った。

6)副 作用

2例 に おいて投与後,軽 度 の胸や け,あ るいは 胃部

不快感を訴え,1例 に食欲充進 を認め たほかは副作用

を思わせる訴 えはみ られなか った.

0-193

20-3910

⑩ 一5911

60-ro5

0》er801

1

6

1

1

1

5

1

2

2

4

4

1

1

Totat309 7 13 1

考 察

最近,泌 尿器科領域において も各種漢方薬が使用 さ

れ るように なってきたが,男 性不妊症に対 しても人参

湯2'"4),八味 地黄丸5・6),お よび 両者 の併用療法7'"9),

補 中益気 湯夏o)の使用報告があ り,そ の有効性が認め ら

れているが,牛 車腎気丸の報告はまだみ られ ない.牛

車腎気丸 は八味地黄丸 の組成 に ゴシツ,シ ャゼ ンシの

成 分が加わ った もので,そ の適応症 には下腹痛,腰 痛,

しびれ,老 人 のかすみ 目,か ゆみ,排 尿困難 む くみ

な どがあげ られ ている.し たが って,こ の薬剤 の特発

性男性不妊症に対す る薬理学的作用 お よびその有効性

Table3.Therapyeffectonspermcount

CountNo.ofRemarkably

(×104/ml)。aseseffective
EffectiveNochangeDecrease

under1,000181

1,000-2,00051

0ver2,00073

3

2

0

14

2

4

0

0

0

Tota【 305 5 20 0
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については不 明であ るが,八 味地黄丸類似 の作用があ

るもの と考え られ,使 用が試み られ た.八 味地黄丸は

滋養強壮 精作用 のあること5)や,造 精機能や精子運動

能に影 響のあることが報告 されている.吉 田5)は 精子

無力症や中等度乏精子症例に対 して精子運動率や精子

濃度に著明な改善を認め,高 度乏精 子症例に も改善例

をみた と報告 してお り,三 浦 ら6)も 精子濃度,精 子運

動率に有意の改善 を みた と 報告 し,ま た,投 与後の

testosterone値 の有意の上昇をみ た ことか ら,八 味地

黄丸は精細管のみな らず,間 細胞に も影響 をお よぼす

のではないか と推察 している.血 清LH,FSHに 対

す る八味地黄 丸の投与前後における測定結果 では有意

の変動は認め られ なか った との報告6》が あ り,わ れわ

れ の結果 も同様 であ り,牛 車腎気丸 も血 清LH,FSH

値に影響を与 えなか った.

精液中のprostaglandin(PG)は 血清中 含有 量

50ng/1に 比 し,き わめて高濃度に存在 し,300～400

mg/1の オ ーダーであることが知 られてい る11》.しか

し,PGと 男性不妊 との関係につ いてはあ きらかでな

く,精 液中 のPGEが 正常に比 し,不 妊男性では有

意に低値であ るとい う報告11'y13)があ るが,そ の解釈

については不明である.ま た,精 子 の運動や代謝に関

係 してい るともいわれ てい るが14),そ の機序について

はあきらかでない.わ れわれ も 精液 中のPGEを コ

ン トロール群 と不妊群において測定 したが,両 群にお

いてかな りの測定値 のば らつ きがあ り,不 妊群におい

て低値 の傾向は認め られたが,結 論 は出せ ない.ま た,

牛車腎気丸投 与前後に おけるPGEの 値は 増加 する

もの,低 下す るもの と一定 の傾向を認めず,PGEへ

の影響 の判定はできなか った.PGEは ある条件下で

はPGBに 変化す るとも いわれ11),測 定条件に よる

検討 も重要である と考 えられた.

精液所見に対す る薬物治療に よる効果判定には現在

のところ,一 定の基準がな く,報 告者 の結果 とわれわ

れの結果 とをそのまま比較す ることは問題 があるが,

自験例 では精子運動 率に おいて53%の 有効性 を,精 子

数の増加において33%の 有効性を認めた.ま た,精 子

運動率の有効性 は投与前20～60%の ものに もっとも効

果的に認め られ,精 子数 の増加は 投 与前10×106/ml

以上の症例に 多 く認め らカ,10×106/ml未 満 の症例

では有効症例 は14例 中4例(22%)と 少 なか った,治

療 の究極 の 目的 はやは り自然妊娠 の成立に あるので,

自験例 では1例 に妊娠を認めたのみであるので,こ の

目的に対 して決 して有効であ った とは書 いがたい.男

性不妊症 に対す る薬物療法の効果 は妊娠率 とい う観点

か ら未 治療群 よりもかな らず しもす く激 ていない とい

う報告ts・16》もあ り,妊 娠達成 とい う意昧に おいて薬物

療法 は今後 ます ます改良 さ加る必 要があろ う.

結 語

男性不妊症患者中,無 力精子症3例,乏 精子症27例

の計30症 例に対 して牛車腎気丸を3ヵ 月以上投 与 し,

その臨床的効果を検討 し,つ ぎの ような結論を得 た.

1)精 子運動率に対 して53%の 症例に有効性を認め

た,

2)精 子数は33%に 有効 な増加 を認め,こ とに精子

濃度10×to6/ml以 上 の症例に有効 であ った.

3)妊 娠成立は30例 中1症 例 のみ であ った.

4)臨 床検査 として血清LH,FSH,精 液中pro・

stagiandinEを 測定 したが,本 剤投与前後に おいて

有意 の変動は認め られ なか った.

5)牛 車腎気丸は男性不妊症の治療薬剤 として有効

であ り,使 用す る価値があ ると考 え られ る.し か し,

作用機序については 今後 あ きらかに され る必要があ

る.
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